
資料３.　参考資料
ANSI A 21.5-2010１）による土壌の腐食性評価基準

	調査項目
	測定値
	評価点数

	　比抵抗２）
（Ω･cm）
	　　＜1500

1500～1800

1800～2100

2100～2500

2500～3000

　　＞3000
	10

 8
 5

 2

 1
 0

	　pH値３）
	0～2

2～4

　4～6.5

6.5～7.5

7.5～8.5

　 ＞8.5
	 5

 3

 0

  0*
 0

 3

	Redox電位
（mV）
	　 ＞100

 50～100

  0～ 50

 　＜　0
	 0

   3.5

 4

 5

	　水分４）
	排水悪く常に湿潤
排水良く一般に湿っている
排水良く一般に乾燥している
	 2

 1

 0

	硫化物
	検出
痕跡
なし
	   3.5

 2

 0


注１）ANSI/AWWA C105/A21.5「Polyethylene Encasement for Ductile Iron Pipe Systems(ダクタイル鉄管類のポリエチレン装着)」であり，ポリエチレンスリーブの米国国家規格である。その付録の項には比抵抗(腐食電流の流れやすさ)，pH値，Redox電位(酸化還元電位：土壌の通気性の良否の判断)，水分および硫化物(腐食反応に寄与するもの)の有無を点数化し，その合計点数が10点以上になれば腐食性の土壌と判断して，ポリエチレンスリーブ法により防食対策を考慮することとされている。

２）比抵抗の評価は，測定する３種類の値(比抵抗①，比抵抗②および抽出水比抵抗)のうち，最も値の小さいもので行うこと。

３）pHが6.5～7.5の中性域の場合(表中の*印)，評価点数は0点であるが，硫化物が存在(検出又は痕跡)して，Redox電位が100mV以下である場合は，3点を加算すること。

４）水分の評価は，含水比の測定結果から以下のように判断すること。

・含水比10％未満：評価点0点

・含水比10％以上20％未満：評価点1点

・含水比20％以上：評価点2点
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